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さりJ37i
藤木遺跡は県営ほ場整備にかかる遺跡であったためーその記録保存をはかるこ

とを目的に発揖調査を実施いたしました。

遺跡の多くはすでに破壊されていて宅今回調査した 1竺400m~だけが'畑地とし残

っていたもの

調去の結果句 井戸跡などの遺構の{也土師器，

これらが発見された

に指定きれている した碇遺跡や，国指定史跡払田柵跡などとも関

係する遺跡と考えられます。

このように一つの遺跡は色々を遺跡との関連で解明される でありヲ

そのことから一つの小さな遺跡でも無視できないものと考えられますc

藤木遺跡は今となってはどの位の規模の遺跡であったかは推し測る余地もあり

ませんが，今回の記録はその一部分とは言え，永遠に残る歴史資料と考えられま

す。

この報告書がその意味で広く活用されることを望むものでありま

最後に大出市教育委員会はじめ発振調査から報告書刊行までご協力いただいた

関係各位に心から感謝の意を表します。

昭和56年 3月

秋田県教育委員会

山芳郎
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1 .この報告書は，秋田県大曲市藤木宇一本柳谷地に所在する藤木遺跡

の発掘調査結果をまとめたものである。

2盆藤木遺跡に関する諸発表等と，本報告書との記述に相違ある場合に

は本報告書の記述を正確なものとする。

3.報告書の執筆は畠山憲司が担当した。

4.報告書中の挿図のうち，出土遺物は三嶋降儀が主体となって作成し

?こ G

5.土色の記載については「標準土邑帖J (日本色彩研究所)を使用し

?こむ

6.挿図のうち遺構については一部を除いて泌に縮して掲載した。
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1蔀発掘調査に革るま

大出市に所在する藤木遺跡は，昭和37年の秋田県埋蔵文化財分布調査の際に登録された，い

わゆる田知の遺跡である。この地域が昭和55年度より される

いるため，秋田 会が，昭和54年10 月 22 日 ~24 日令遺跡の性格及
中
山
ザ
}

には

る調

査を行った。その結果，平安時代に属する土師器ヲ

このため秋田県教脊委員会は，工事に先立ち

資料に資するものとした。

を実施しヲ

きhtこc

をはかり，今後の

第 2'節調査の組織と構成

遺跡名 藤木遺跡

遺跡所在地 秋田県大出市藤木宇一本柳谷地

昭和55年 6 月 30 日 ~7 月 23 日

調査対象面積 1フ200m'

1.400 m' 

秋田県教育委員

調査担当者 畠山憲司(秋田県教育庁文化課)

佐藤和弘

調査補助員 桑原隆，二Jll，鳥隆儀

事務補助員 斉藤知子

秋出県{山北平野土地改良課

ぷ";L己~、
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第 2

第 i簡立地と環境

:藤木遺跡は横手盆地の東北部中央，六郷扇状地の西部末端水田中に位置する。六郷蔚状地の

り 1:]'];:1(1]'二かけては多くの湯水があり，縄文時代から中世にかけての遺跡が散見される。

遺跡のJt]辺は全くの平;出面で，古くは部分的に谷地{じした湿地もあったようで，「谷地中J，

「千i関谷j也J，'菅谷地J 等の地名が残っている。遺跡の南西約 1kmには六郷扇状地中央を通り

西流する出川があり，西約2.3kmで

第 2蔀壁史的環境

藤木遺跡、周辺は過去 3回の耕地整理が行われ，いくつかの遺物が採集されている。これらの

遺物に対しては Lミわゆる郷土史家などに若干の感心をいだカ通せていた。秋田県史編纂主任長井

金風氏がラ大正記年10月10日付で藤木村高階秀和氏にあてた「藤木村発掘物調査書」によれば，

本遺跡、から出土した土器類は，①(現在の)土師器，須志器である乏1議書土器 "j半」があり，

大伴氏族の遺跡であろうか@糸切り底の土器がある@古墳と外堀か残ってるのではないか，

と1主ベアいる。

第 3範盟辺遺跡

六郷扇状地及びその周囲には縄文時代から中世までの多くの遺跡が長11られている。縄文時代

では，東北2.2kmの，石名館遺跡(晩期)，東3.4kmの小出遺跡(中期)など。 占代では，束6.5kmの

六都罰:1)¥:;1:也扇頂部に位量する上中村，石森、などの古墳群の他， ~Iヒ北京 7 kmには払回棚跡，北西

7 kmに成沢窯跡群(1図 3)がある。また，北京 1](mにはほぼ同様な立地で，墨書土器を

に出土した藤木碇遺跡(1図 2)があり，本遺跡との関連が考えられる c 中世の遺跡としては

西2.5kmの四十二館跡、(1図:主)等の中世館跡の他，東 7kmの奥羽山脈問詔沿いに分布する板

碑私東北3.5kmの六郷町内にまる相時

- 3 
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時品 ず〉概要

遺跡の概観

ての耕地整理等で、大部分が破壊されており，わずかに残った 1，200m2ほどの畑地

とした。この畑地での堆積土の層序は以下の通りである。え〉
'--

第 1 層黒褐色耕作土 (15~20cm) 

第 2 層援暗褐色土 (10~15cm) 

第3層 黒色土(15~20cm)，遺物包含溜

第4層褐灰~褐色土 (10cm)，漸移層

第 5層地山土，黄褐~褐色粘質士

これに対し，この畑地の南側水田中では第 1層耕作土，第 2層暗褐色土の下はすぐに地山灰

黄色粘質土であった。

2.遺構の分布

今回の調査で検出された遺構は全てが畑地部分からのもので，掘立柱建物跡，井戸跡，

などである。掘立柱建物跡、は調査区西側で，桁行方向を北西一南東にして縦に連なる形であり，

井戸，土墳などはこれら建物群の東側に存在する。水田中からは遺構は全く検出きれなかった。

3.遺物の出土状況

遺物の大部分は 9 世紀~10世紀の所産と考えられ須恵器，ニヒ師器でおおよその器形を推定し

持るようなものは井戸，土壌から出土したものが多い。また，水田中からは数片を出土したの

みであった。

立 麓調査方法

発J屈調査は 4m><4mのグリッド方式で実施した。調査区のほぼ中央にー任意の基準点を設置

し，ここから磁北方向での東西南北基線を求め 4m間関での杭打ちを行った。東西にはアルフ

アベット 2文字の組み合わせ，南北には 2桁の算用数字の組み合わせとしヲ各グリッドの名称

は南東隅の交点のアルファベットヲ数字の組み合わせを用いた (MA50， L E46など)。

実測は原則として縮尺泌とした。

遺構の名称は掘立柱建物跡 SB， Pμ Q
U
 

一一 SKとし，これに発見)11員に通し

をイすした。 SKOl， SK02， SE03， SK05， SB05などのごとくである。

5 
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3範調査経過

6月30日から 7月23日まで実施した。

6月30日，現場作業の説明の後，早速表土剥ぎを開始。 ]ヲ200]11'ほど残った畑

地の部分にしぼり， をしながら進めた。

7月2日ヲ 央部でSXOlを検出。続ゴ二の中に してし 1る。 r可

日ラ S X01の束で SK02を検出。黒色土の落ち込みの中に火IJI灰と忠われるサラサラし

色土が円形に分布していた。 9日，調査区南部で7)1 mの黒色土の落ち込みを検出，ボーリン

して，井戸跡と判断した(S E 03)。また両日， S E03の束mlJで SK02に似た落ち込みを

検出(S K04)。須恵、器のやや大きめの破片が見られた。 11日，調査区北東部でこれまでの土横

よりは大きい SK06を検出。中央部に須恵器杯， どがバラバラに出土。この

南西水田中を約 200rがほど地山直上まで調査したが，遺物はほとんどなし

さなかった。

も全く確認で

どと併行して，第 3層 第4層を掘り下げ，地山j二上面で

柱穴を追った。柱穴はほぼ一定の方向に述っており，おおよそ 3棟の掘立柱建物跡を確認した

( S B 05， 07亨 11)0

3日に 1臼くらいの降雨に比韓れながら土墳，井戸，柱穴の精査，実iWJ，写真揖影などを行

ない， 7月23[1，全ての調査を終了 L，24日，発掘機材の搬出， 25日，ブレハブの解体を行っ

た。最後の日も前であった。

7 
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発見遺構と遺物第 i範

竪勺
"-' 掘立柱建物跡 3i索，井戸跡 1今回の藤木遺跡発掘調杢で発見した

しなである。 1生:tftH1J:埋こと中から4 状遺構 1

ている

その桁行方向，並行する溝状遺構の苔在などにより大きく 2つに分かれる。

1 .揺立柱建物跡

@ 

岱

G 、
官官α)0"6喜=対

5008 

F 

~ 

E 

8 

5805建物跡第ヰ図



C 

三弐主=

dー…ー

~ 

5010 

も

。



S 805，掘立柱鷺物跡(第 4 図版 2) 

ある桁行3間X梁間 2聞の略方形の建物跡。桁行は総長 574CI11で南から 178

CI11十 187CI11十 209CI11宅 1尺を31cI11前後とする 6尺等間である。梁間は総長 591CIllで東から 311

CI11十 280CI11， 10尺十 9 尺と思われる。柱J屈方は確認雨で径50cl11 ~80cl11の不整円形ないし 111各方形。

深さは30~50cl11で，成田に行くに従いせまくなる。柱恨が 2 本残っていたが，径15cI11前後で腐

よりやせていた。柱アタリ等からしーて径20cI11くらいの丸柱に.i5:いものであろう。 H子行hi何

はN35ιOVv。西側柱列の約 1m外muに桁行方向にす る溝状遺構 (SD08Jがある。 SD 12 

とも合わせて本建物跡に関連するものであろう。

5807事擁立柱建物跡(第 5凪図版 3) 

S B05の南に隣接して桁行方向をほぼ同じにする掘立柱建物跡。東西の桁行mu柱列が対応す

るのは北部分 3間のみで，それより南は判然としない。あるいは第 5図よりも桁行の少ない建

物が隣あっているのかもしれない。北部柱掘方に若干の切り合いがあり，桁行 3間×梁間 2間

程度の建物が重複している可能性もある。桁行mu柱列の西約 1mと東約 0.8mに方向を向じに

る溝状遺構 SD09とSDll，12がある。 建物と関連あるものであろう。桁行方向は N360W 0 

S岳 11ヲ掘立柱建物跡(第 6図，図版 3) 

S B07の南に隣接するが桁行方向が異なる掘立柱建物跡。 6出 11.70m X染問 1開 5.24

m の長方形。 tt掘方は径30~40c: rn の円形で深さは約30cm o 怪15cm前後の柱アタリのわかるもの

もある。桁行方向は N20.5
0

W。

2. S E03ヲ井戸跡(第 7図，図版4) 

調査区南部中央で検出された井戸跡。 を描 1)込んでいる。 JJ両方平[財形

は確認面では1.2mX 1. 3m の l)fJ~九五形で，深さ約1 理 1m の地点で0.6mXO.6m の方形にすぼま

り，以下;土井荷の規模に等しくなる。

4枚の板をチ状に組み，抵の両端を地山粘土11:1に押し込んで同定させており，

粘土中にその先端部が銭在する G 1;11~柱は無かうたと思われる。井荷の規模は0.6m 0.6mのH

形で深さ 1.5m 。井戸底近く大小の自然;ゎ.と須忠器杯，長頚壷の顕在日， ヒョウタンなどがtJX1オー

などと共に投げ込まれたような形で検出された。大小の自然石は人為的に配したような様子ーも

あ 1)，井底の lつの地設であった可能性もある。

出土遺物(第 8 図版11)

2点，土師器杯4点，須恵器長頚査 1点が出土している。

須恵器杯(8図， 2， 6)0 2は約程の破片。口縁部が「く」の字状に外反する。内外国と

もに灰色を呈し，焼成良好で砂粒を若干含む。底部は回転糸切離しで，再調裂はなしミ o 6は 2

次的加熱を受け，煤などが付議したものか外部が黒色を呈する。砂粒を若干含み，焼成はあま

10 -



り良くない。

土師器杯(第 8図， 1， 3 ~ 5 )0 3は完形土器。胴部が外に開きながらも

口唇部でわずかに肥厚する。底部は回転糸切離しでラ

に立ち上がり，

ない。内外聞ともに

る。 1も3とはを呈し，胎土に細砂粒を多く含む。焼成は普通。胴部中位に「伴J

句

④ 
匂

G:l 
第 6国 5811建物跡
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ぽ等しいが全体に薄手で底部に墨痕がある。字は不明。 4， 5は腕部~口縁部の小破片。色調

等は 3にほぼ等しい。

議恵器壷(第 8図， 7)。頭、部と屑部の接合部で離れた長頚査の頚部破片。胎土に細砂粒を若

干含み，色調はにぶい黄糧色を呈する。焼成は普通。

3. 5 K02ヲ土壇(第 9図，図版 5. 6) 

中央東端で発見きれた土壌。長径3.5mX短窪2.6mの楕円形を呈L，深さ 0.2mを;日IJ

る。埋土中位にはサラサラした火山氏様の土を厚さ 1.~ 2 cm含み，底部近くには禾本植物の焼

けたような灰性の黒色土がうすく分布している。遺物はほとんどが破片で散在する。

出土遺物(第10図， 12図12，13，図版11)

須恵器杯(第10図， 1， 2)0 1， 2とも小破片である。 1は明るい灰白色を呈し，底部は回

転糸切離しで，再調整はない。胴部下半から底部にかけ墨書がある。 r伴J かと思われる。 2

はくすんだ灰白色を呈する。 1， 2とも胎土に細砂粒をわずかに含み，焼成は良好。

土師器杯(第10図 3)。網部は直線的に開く。他の杯に比べ深さがあり，杯よりも椀に近い器

形となっている。 底部は回転糸切離し。内外国ともにぷい黄椋色を皇し，胎土には砂粒を含む

が，経 3-4 mm前後のものも混入している。焼

成は不良。

.lID.(第10図， 4 -6)。底部から大きく聞き，

口縁部で外方に強く折れ出る器形である。いず

れも底部は回転糸切離し。 1， 3は再調控がな

いが， 2は底部を除く内外面ともヘラオサエの

ような調整痕がわずかに残る。色調は lがにぶ

27うfに

焼成は 1が良好， 2， 3 

は 1-3とも寺田砂車立を

3 を呈しヲ

るの胎土に

議(第10図， 7， 8， 12図， 12)0 7は口径14

cm，両さ 12cm前後の小型の護で、ある。器内外面

とも剥落してボロボロである

の底部であろう。制部下半は斜め方向からの粗

いへラケズリが施されている。底面には砂粒が

多く付着しているいわゆる砂底である。色調は

?と 12図12が灰黄褐色， 8がj美賀控邑を呈し，

焼成不良。

12 
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第 8図 SE03出土遺物

鍋(第10凶， 9， 10， 12図， 13)。いわゆる二i二鍋で、ある。いず才しも皮片。 10図 9は口♂径41cm

を ~MIJ る。内外面ともに回転時での櫛状工兵痕があり， その後で手持ちのへラケズ 1)を施

している。 を呈し，内外出に黒斑がある。 10は銅部下半で，外面にはタタ三千百が

手持ち-"-，.ラケズリによっても消えずに残っている。

上にアテ板痕が見える。 12図13の外面はタタキ自

よるカキ目があり，その

ラケズリによって全て沼されてい

るが，底部のそれは残っている。内面にはカキロ痕が見えている。 10，121;m13とも，色調時褐

色を呈する。以 L3片の土鍋は胎土に比較的砂粒を含まずょくしまっており，焼成も良好で，

る。

S K04，土譲(第11図，図版 6) 

S E03井戸跡の 3.5m東で検出されたこ仁墳。 2~2.4m の 11I各円形を呈し， 1菜

さ0.6m断面浅鉢状。埋土中に火山灰様のサラサラした土が縞状に堆積している

出土遺物(第12図， 1 ~ll ，図版11)

1 ~ 3は須恵器杯で他は全て土同i器れ

13 -



に.-~.;い iま色土 (2.5YR%) サラサうして砂伎であるが，粒子が制11かく石英等

も含まず，均一な事から砂ではないかと思える。

十黒色土 (7.5YR'}i) ボソボソて1占性は小さい. i立物等も含む。

An品色二仁(7.SYRH) 幸市住が有り炭化物，巡4却を含んでいる ρ

第吉

径 2~ 3mm前後の砂粒も含む。

5真意器杯(1 ~ 3 )0 1は嗣部が直椋的

に開き口縁に至る杯。底部は回転へラ切

離し。底部に「伴」の墨書がある。 2も

回転へラ切離しで， 1とともに色調は灰

白色を呈する。 3は回転糸切離しで，に

1 ~ 3とも胎土に

粒を含み，焼成は良好。 2， 3 

わずかに墨痕がある

土臨器杯 (4~7\4 ， 5， 7は口径

は比較的小さいが胴部が大きな角度を

って立ち上がり，小型の椀のような感じを

受ける。 6は胴部がやや開き気味に立ち

上がり，日縁に至る杯。 4~7 とも底部

は囲転糸切離しでヲ再調繋はない。

は浅黄桜色~澄色。焼成は不良で‘胎土に

盟(8ヲ 9 )0 8はやや深めのllJlo Iユ綾部に黒斑がある。色調は本来の地月JLは灰白~浅黄麓色

であるがヲ外商にはその上に赤味の強い燈色の化粧土が塗られている。 9はやや浅めの盟i。に

vLい樟色を呈する。これも 8と同様に化粧土が塗られていたようである。焼成は 8， 9ともや

や不良。底部は回転糸切離し。胎土には砂粒を若干含むがヲ 8はごくわずかである。

(10)。小型の襲。タマゴ色がかった灰白色を呈し，焼成不良。

記手 (11i。土まIWJの把手と思われるが，あるいは支脚の可能性もある。

尋. S K部歩譲究装遺構(第13図，図版 7) 

S B05建物跡の東方約 7mにある η 4.3 mの略円形を呈し， 10~ 15cmの深

さを測る。壁はゆるやかな部分もあるが，急激に立ち上るところもある n

植物の焼けた灰状の炭化物が広く分布していた 1底面直上に厚さ 0.5~ 1 cmのよくしまった層

があり，貼り床的な趣もある。 遺物は埋土上部に散在する。東半は後世の耕作等で破壊されているn

出土遺物(第1412{]，悶版11，12) 

獲恵器杯(1， 2)0 1は口径に対する底径の割合が他の土器に比べやや大きな杯。短かい服

部が開き気味に立ち上がる。色調はにぶい程色を呈し，焼成も全く不良であるが，底部は回転へ

ラ切離しである。

しているようにも

ではないが，わずかに手持ちへラケズリを施

られる。 2は明るい灰白色η 底部は回転へラ切離し。

14 
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A 
対=29.ゆOM

B 

1府 黒褐色二七 (7.5YR7i) かたく粘伯がなく，ボ口ポ口である。炭化物を多少含む。

21習 黒補色土 (7.5YRY，)十泉純色土 lOYRY" 1肘と土ヒ絞すると，やや宇占性がでて

くるがやはりもろい。また(に"..:;{い黄色土2.5YR%)砂

賀状で，きらきらめものが，'IW状に含まれている。

31百 Jr"l褐色土 (7.5YR;!イ 1!慢と比較すれば，さらに粘性が討1<なる巳炭化物， ;宜

物を多少含む。

4 !府 泉掲色j二(7.f)IR7"f) ~と非常に良〈似ているが~屑よりは粘性が強くな

!)，また j， 2!(;jのようなそ口サ江主〈なる=遺物.鋭

化物を多少含む2

G 1資 系祷色土 (7.5YRJf) 粘質遺物炭化物な L

第11箇 SK04土壇

面は青黒色を呈する。 底面は高台を付した

5. S X01ヲ:壌土遺構(図版 8) 

中 第 3 三官
A 

、ー

焼成不良。 1， 2とも胎土中

に含まれる砂粒はごく少ない。

土師器杯(3 )。 浅黄櫨色を呈する

危弱な杯。胎土に 2~ 3 mmの砂粒を

多く含み，焼成は不良。底部は回転

糸切離し。

( 4 )。 2個 体

している。 4は内面は器面が

荒れてミカ、、キの方向がわからないがヲ

黒色処理されている。外国は灰黄色。

底部は回転糸切離し。底部に関する

限り ない。底面の黒斑部分

に rf芋」

護憲器室(5 )"ていねしミな作りの

胴上部が張る高台付の査である。頚

部より上を欠く。内部は青灰色，外

で切離し技法が判らない。

1.5 111の円形の範間内に焼

土があり，その中に遺物が比較的集中している。焼土は全面均一ではなく小さなブロ:ノクをな

してよく:焼けている とそうでない部分とがあり，最も ところで 8C111前後である。

の性格は不詳。

出土遺物(第15図，図版12)

讃慧器郭(

調整はない。

口縁部に重ね焼き

1 )。 さく深味のある

内外語ともに白つ

える。 は「伴」

る。底部は回転糸切離しで， ~耳

目台土に栂砂粒をわずかに含み，焼成は良好。

土師器杯(2， 3)0 2 はやや小型の杯。 3は椀に近い杯。 2は底部回転糸切離してV

はない。 2ヲ 3とも色調は浅黄泣色を主し，焼成は 2は普通， 3は良好である。胎土には細砂

粒を含む。

須蕗器麓 41土本遺跡、で 2点しか出土していないうちの 1つの蓋n 外面は回転のへラケズリ

によって調整され，内面には灰カブリの痕が明瞭である。 を呈し，焼成良好。

3真覧車器欝 5は須恵器大護の胴部上半，胴部中位に最大径を持つものであろう。外国には明

-16-
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A 
H=30.200M 

B 

つもお}走fじないし，灰ドリこな竺だ・1丙さは Smm/)ijf走}
リして試み・し炭化学古今告を主d-む2

3 fi~í Ilt認f立の石町い続々 か号令さ 1cm-fj日!nC勺li守をな Lており， こ~ !がSX06がfdr.跡
と;f)U工， mi而にあたるJ物とAi1.hれる。

4 Jf'l 11音掲色の粘'i1土で水路等をJ将コた後iこま生殺したも古る?い九iれにしてもここてャ
巡椛切られており，これより右ll!iJiまわからな¥主リているニ

第問題 SK06土壊

1 .杯 (第16図 9， 181~39 を除く と， 19図49ま

杯は土師器杯が細j十となってしまっていることも理由となって， に須恵器が多い。

誌なタタキ目，内面には青海波状のアテ

Q 。

6弔 7は他の鍋に上ヒベ号胴

部から口縁部への立ち上がりがやや角

のあるものである。 6の内外面には櫛状

よるカキ日 ラ
j
 

I
 

円

Jナ、

のヘラケズリがまlf立に施さ

れている。 1，.. .--l 
?寸 を呈しラ焼成

ι 

遺構外から多くの土師器，

土している。大部分のものは細片となっ

ておりヲ図訴することは困難であるが，

おおよその器1r~の判るものについ

した。これらの土師器ヲ境恵;器の相対的

は器種によって大きな差がある。

で、あるれ は後者が前者をはるかに

底部切離し技法によって大きく 2つに分けられる。 1つはヘテ切りヲ他は糸切り

している。また，それぞれの中でもその形態な

どによりいくつかに分類で、きる

i譲:16図 1--8ヲ17図230 底部の切離し を回転のヘラi;JJ離しによっている i'lJ間で，

整のないものである。 るものよりもわずかに膨らみ ものが多い c

a : 16図 1~ 4， 17図23。比較的浅く ，D同部がf也の杯に比べて角度をもうて立ち上がる。

た，口

的に立ち上がるものと(2， 3)，口縁部で、わずかに外向するもの (1， 4， とがある。ま

口1:.'t=0.485をる底f至上七がfむの杯よりも大きい1qJ開でもある。平均で，

色調は 1， 2は灰色， 3， 4， 23は灰白

を除いて底面に 「伴」がある。 4の!底面にも

Jじ
」 る。焼成はおおむね良好。 4

える

b : 16図 5~ 8
0 aに比べ深さがあり，口径に対する底控の割合が小さい。再調整は全く施さ

れていない。色調は灰白色~にみもい灰色を呈し，胎土には制砂粒をわずかに含む。焼成は 6~

8は普通， 5は不良で軟かい感じがする。 5を除き

- 18 
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SK06竪穴状遺構出土遺物

8は不明。

2 3 

十一

5 

2類:16図1O~18図話。底部切離しが回転糸切りによっており， ない仲間である。ヰ;

出土杯の大部分を í~ めヲ 器形などによって大きく 4つに分類できる。

a : BjiiJ音1)が直線的に開いて立ち上がる。 LI ~球部はやや外 rflJ するものと， 九くおさめられるもの

カfある。 18，26， 27などカfこれで、ある。

b :服部がと1 とi可じように立ち上カ"rJ ， 口~;ま音Ij てったさく外向するもの。 15 ， 21などカミこれであ

る。

c 腕部が丸i床を って立ち上がりヲ 口 るもの。 14，16などカfこhて、、ある。

- 19 
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d :深さがあり，胴部も丸味を持っているもの。杯よりも椀に近いものである。 22，37， 38な

どがこれにあたる。

これらの杯の色調は大半のものが青灰色を呈するが，他に種々の色調がある。 10は浅黄樺色。

16は口球部だけ褐灰~黒褐色，他の部分と胎土は赤褐色を呈する。 17は大部分うすい青灰色で

あるが，底部周辺は浅黄櫨色を呈する。胎土には細砂粒をわずかに含むだけで，比較的良質の

胎土である。焼成は 1類に比べ硬くしまっている。器内外面に重ね焼きの痕跡である火ダスキ

の接るものもある。

を中心にして胴部などに墨書のあるものが非常に多い。字はほとんど「伴J と判断でき

るものであるが，墨痕だけのものもある。明らかに「伴J でないのは32だけである。

土蹄器杯 (第19図45-51，53)。図示できたのは 8点である。色調は黄楼色から明褐色に近

いものまであり，胎土には砂粒を多く含む。焼成は46，49が良好で、他は不良で、もろい。底部は

回転糸切りで，再調整はない。 50の底面には筆先を整えたような墨痕がある。 51は口縁部が大

きく外に折れ由る器形てコ皿であるかもしれない。

須恵器高台付杯 (第16図 9，19図的-42)。いずれも深く，直様的な胴部を呈する杯(ある

いは椀)の底部に高台を付したものである。高台は42を|添いてはほ垂車に立つもので， 41 

子外muに踏んばる形をきさする。底部切離しはヨが回転へラ切りの地は;全て回転糸切りである。

旋成は42が灰黄色を呈してやや不良である他は非常に良好である。特に 9ラ41は服部が黒褐色

化している。

演恵器葦 (第四国52)。小破片で1点だけ出土している。 SX01出土のものに等しいと思わ

れる。

須恵器lIII. (第18図39)01点だけ出土。底部は回転糸切離しで，他の須恵器に比べ，胎土に

砂粒を若干多く含む。色調は青灰色て、焼成良好。

護憲器壷 (第19図53，54， 20図55，56)。全体の器形がわかるものはない。 55は広口で頚部

，最大径を胴部中位に持つ。 53ヲ 54とも底部切離しは回転糸切りで， 54には低い高

台が付くむ色調は56を除いて青灰色を呈し， 56は外国が赤昧がかった灰色である c 焼成は 4点

とも良好。

3頁恵器護 (第20図57，58)0 2点とも大衰の破片。 57は肩部で外面に並行のタタキ目，内面

に青海波状のアテ板疫がある。 58は底部で外面タタキ日ラ内面櫛状のカキ白

色で焼成やや不良， 58は灰白色で焼成普通で、ある。

る。 57は

土師器護 (第20図59)。比較的大型の長腕の畿と J思われる。色調は褐色を皇し，胎土には砂

粒を多く含む。焼成は良好。

土師器鍋 (第20図60)。外面には手持ちのへラケズリ に施されている。色調は褐

- 21-
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色を呈し，焼成良好。!J合土に砂粒を多く含む。
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長
J
V

今回の藤木遺跡の発掘調査では約 1，400m'を調査した。その結果， 3干東， 井二戸

した。これらのi宣1基，土墳 2

構と遺物につい

1 

まとめてみたい。

1 と多数の遺物を

1.遺構について

(1) 掘立柱建物跡 明確な摘立柱建物跡は 3棟である。このうち S805とSB07は桁行方向が

N35.5
0

Wと， N36
0

Wでほとんど同方向であると考えてもよい。このことは 2棟の摺立柱建物

が同時に建てられたか，建物の方向に対する強し)*:充一性が発揮された結果であると考えてよし

前者により妥当性があると思われる。 21・東の建物の両側にある SD08， 09， 10のあり方からも

うなずけるところである。

また， S B07とSB11の建物の位置関係を見てみると， S 807が組長い建物であると仮定し

た場合，両者が同時存在することは考えられない。このことと S811の桁行方向がSB 05， 07 

とは異なることなどから， S B11と他の 2棟の建物問には時期差があると考えられる。

3棟の建物は，たまたま畑地として残った部分で発見きrlたものである 1 未調査の水田部分

(後世の耕地整理等で削平され，遺構として残ってはいないと思われるの)にもこれらの建物に

連続するような建物が存在した可能性は十分に考えられるところである。

3棟の建物の時期は，柱掘方内から良好な建物が出土しなかったこともあり即断できないと

ころもあるが，周辺から出土している遺物に等しい時期と考えられる G

(2) 井戸跡 井戸跡は 1基のみであった。しかし，県内ではこれまでこの時期の例はあまりな

しその構築方法と合わせて興味あるところである" S E03では隅柱を用いず，厚さ約 5cm， 

i福20cmヲ長さ90-100 cm(J)板を井ニ桁状にお1み台わせ，板の端をチ!二壁の粘質土につき差して

するとし寸工法がとられている。

(3) 土墳など 2基の土棋の性格は判らなしL 径2.2-2Am(J)円形のものとー長在3.5mX短

径 2.6mの桔円形のものが発見されている。断面の形状は両者ともゆるい盟状を呈L，その底

面近くには禾本科植物が炭化したと見られる層があった。また， t里土中には火山灰の堆積も見

られた。何時頃降下したもので1 どこから;'ili:tftLたものであろうか。

S K06竪穴状遺構と， S XOl焼土遺構はとも仁竪穴住居跡とそのカマド もの

ではない)とも考ーえられるが， どのようなものであったのだろうか 0

2.遺物について

し
ら している。 な比較では土師器が若干須恵器を上回る。
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土師器では杯が圧倒的に多く，次に袈がある。この他に数量的には少ないが，口縁部が大き

く外に折れ曲るJIllや，内外面にタタキ目，アテ紋痕，カキ目などのある鍋も出土している。ま

た，県南の方ではあまり類例がなし主に県:北の館跡などから出土する底部に砂粒の付着した

ものもある。黒色処理された土師器はほとんどない。

須恵器では杯，葦，査，護などが出土している。このうち杯では底部切離し技法に 2極ある。

底部の個数のみでこれを比較するとう回転へラ切離し25に対してラ回転糸切離しは 162である。

付村、;の底面などに墨書:のあるものが約40点ある。このうちの約%は

ある。「伴J 以外で明確にわかるものは「回J 1点である。

29 
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図版2 上調査区土層状態 (北砂)

下 SB05 掘立柱建物跡(南東砂)
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図版 3 上 SB07 掘立柱建物跡(南東砂)

下 SBn 掘立柱建物跡(南砂)



図版4 上 SE03 井戸湖、

中同上

下 向 上

‘P 
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図版 5 上 SK02 土峨(南砂)(火山灰)

中 向上 (遺物出土状況)

下向上 (完掘状況)



図版6 上 SK02 土横完招状況(西砂)

中 SK04 土横(南砂)

下向上
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図版 7 上 SK06 土犠(南砂)(遺物出土状況)

下向上 (完掘状況)



図版8 上 SXOl 焼土遺構

中 SB05 柱穴完掘状況

下向上

• 

P 

‘ 



-. 

図版9 上柱穴断面状況

中 柱穴完掘状況

下遺物出土状況
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図版12 SK06. SXOl出土遺物
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図版13 その他の出土遺物(1)



17 18 

19 22 

23 25 

26 27 

28 29 

31 37 

図版14 その他の出土遺物(2)
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図版15 その他の出土遺物(3)
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図版16 その他の出土造物(4)
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